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は
じ
め
に

　
抑
肝
散
は
、
も
と
も
と
小
児
の
夜
泣
き
な
ど
の
症
状
に
用
い
ら

れ
て
き
た
漢
方
処
方
で
あ
る
が
、
近
年
で
は
小
児
に
限
ら
ず
成
人

の
精
神
症
状
に
対
し
て
も
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

認
知
症
の
周
辺
症
状
（behavioral and psychological sym

ptom
s 

of dem
entia

：
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
に
対
す
る
有
用
性
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
全
身
倦
怠
感
お
よ
び
易
怒
性
を
主
訴
と
す
る
症
例
に

対
し
、
抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏
を
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
比
較
的
早
期

（
投
与
開
始
２
週
後
）
に
易
怒
性
の
改
善
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
全
身

倦
怠
感
も
軽
快
し
た
一
例
を
経
験
し
た
。
経
過
中
に
自
覚
症
状
の
再

燃
を
認
め
た
が
、「
子
母
同
服
（
母
子
同
服
）」
を
試
み
る
こ
と
で
症

状
の
改
善
が
得
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
経
過
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

本
処
方
お
よ
び
治
療
法
の
臨
床
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
　
　
症
　
　
例

【
症
　
例
︼　
37
歳
、
女
性

【
主
　
訴
︼　
全
身
倦
怠
感
、
易
怒
性

【
既
往
歴
︼　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

【
現
病
歴
】　
３
カ
月
前
よ
り
、
起
床
時
の
だ
る
さ（
全
身
倦
怠
感
）
を

自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
朝
、
体
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う

感
じ
が
す
る
」
と
訴
え
る
。
そ
の
後
、
ほ
ぼ
毎
日
倦
怠
感
が
持
続

東
京
医
大
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
（
57
）

最
近
の
カ
ル
テ
か
ら

全
身
倦
怠
感
・
易
怒
性
に
抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏
が
奏
効
し
た
１
例

　
　
〜 
自
覚
症
状
の
再
燃
を
改
善
し
え
た「
子
母
同
服（
母
子
同
服
）」の
有
用
性 

〜

○
　1）2）

矢
数
芳
英
・

　1） 3）

班
目
有
加
・

　1）4）

平
澤
一
浩

   

　1）5）

渡
邉
秀
裕
・

　1）6）

伊
藤
正
裕
・
　 1）

及
川
哲
郎
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【
経

　過
︼

　
１
週
後
：「
自
分
の
イ
ラ
イ
ラ
が
落
ち
着
い
て
き
た
」
と
い
う
。

そ
れ
で
上
の
子
に
も
内
服
を
希
望
さ
れ
た
た
め
、
抑
肝
散
加
陳
皮
半

夏 

2.5
ｇ
／
日
を
処
方
。

　
2
週
後
：
子
ど
も
の
易
怒
性
も
軽
減
し
た
と
い
う
。
こ
れ
を
見
て

母
親
も
安
心
感
を
得
た
。
そ
の
後
、
上
の
子
は
同
方
2.5
ｇ
／
日
を
継

続
す
る
こ
と
と
し
、
母
親
の
内
服
量
は
5.0
ｇ
／
日
に
減
量
し
た
。

　
３
週
後
：
起
床
時
の
倦
怠
感
が
軽
減
し
、
朝
の
動
作
が
楽
に
な
っ
た
。

　
１
カ
月
後
：
起
床
時
の
全
身
倦
怠
感
は
消
失
し
、
仕
事
を
休
む
こ

と
も
な
く
な
っ
た
。

　
３
カ
月
後
：
倦
怠
感
は
消
失
。
易
怒
性
も
軽
減
し
、
家
庭
内
の
雰

囲
気
は
安
定
し
た
。
仕
事
の
欠
勤
は
認
め
な
か
っ
た
。

　
４
カ
月
後
：
倦
怠
感
な
し
。
精
神
面
は
安
定
し
、
家
庭
お
よ
び
職

場
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
良
好
な
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。

　
６
カ
月
後
：
全
身
状
態
は
良
好
で
、「
非
常
に
調
子
が
良
く
、
驚

い
て
い
る
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　
９
カ
月
後
：
倦
怠
感
お
よ
び
易
怒
性
と
も
に
認
め
な
か
っ
た
。

　
11
カ
月
後
：
倦
怠
感
は
認
め
な
い
も
の
の
、
易
怒
性
の
再
燃
を
認

め
た
。
要
因
と
し
て
、
下
の
子
（
２
歳
）
の
夜
泣
き
が
増
悪
し
、
睡

眠
不
足
と
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
上
の
子

（
５
歳
）
が
不
満
を
訴
え
る
よ
う
に
な
り
、
母
親
の
易
怒
性
が
再
燃

し
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
下
の
子
（
２
歳
）
に
対
し
て
も
同
方
2.5
ｇ

／
日
の
服
用
を
開
始
し
た
。

　
ま
た
母
親
は
症
状
が
安
定
し
て
い
る
際
に
は 
抑
肝
散
加
陳
皮
半

夏
の
服
用
を
１
日
１
回
と
し
て
お
り
、
残
薬
が
多
か
っ
た
た
め
、
2.5

ｇ
／
日
に
減
量
と
し
た
。
結
果
と
し
て
、
母
親
お
よ
び
2
人
の
子
ど

も
は
い
ず
れ
も
2.5
ｇ
／
日
を
内
服
す
る
形
と
な
っ
た
。

　
１
年
２
カ
月
後
：
倦
怠
感
お
よ
び
易
怒
性
は
い
ず
れ
も
消
失
し

た
。
下
の
子
の
夜
泣
き
も
軽
減
し
、
家
庭
内
は
安
定
し
て
い
る
。

　
母
親
の
話
で
は
「
下
の
子
に
こ
の
薬
を
飲
ま
せ
る
よ
う
に
し
た

ら
、
自
分
か
ら
飲
み
た
い
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
の
こ
と
で
、

「
子
ど
も
達
が
毎
日
欲
し
が
る
の
で
、
効
果
を
実
感
し
て
い
る
の
だ

と
思
う
」
と
言
う
。
現
在
は
患
者
本
人
お
よ
び
子
ど
も
２
人
と
も
、

就
寝
前
に
１
包
（
2.5
ｇ
／
日
）
を
内
服
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
体
調

は
良
好
で
あ
る
。

　
１
年
５
カ
月
後
：
経
過
良
好
の
た
め
同
処
方
を
継
続
中
。

　
　
　
考
　
　
察

　
１
．
抑
肝
散
の
原
典

　
抑
肝
散
の
原
典
は
、
薛
己
に
よ
る
『
保
嬰
金
鏡
録
』（
１
５
５
０

年
）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（
１
）。
従
来
、
抑
肝
散
の
原
典
と
し
て
引
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
は
、
薛
鎧
・
薛
己
に
よ
る
『
保
嬰
撮

要
』（
１
５
５
６
年
）
で
あ
る
。

　
両
書
に
記
載
さ
れ
た
条
文
に
は
、「
肝
経
の
虚
熱
、
搐
を
発
し
、
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【
漢
方
医
学
的
所
見
】
　色
白
で
体
格
は
中
肉
中
背

問
診
：
食
欲
は
良
好
。
胃
も
た
れ
を
自
覚
し
や
す
く
、
脂
質
の
多
い

食
事
や
摂
取
量
が
多
い
場
合
に
症
状
が
出
現
す
る
。
便
通
は
1
日
1

回
で
良
好
。
便
秘
は
認
め
な
い
。
睡
眠
は
良
好
で
、
入
眠
困
難
や
中

途
覚
醒
は
な
い
が
、
起
床
時
に
さ
ら
に
睡
眠
を
取
り
た
い
ほ
ど
の
強

い
倦
怠
感
を
自
覚
す
る
。
冷
え
の
自
覚
は
な
く
、
手
足
の
冷
え
も
認

め
な
い
。
の
ぼ
せ
の
自
覚
が
あ
り
、
入
浴
を
長
時
間
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
人
混
み
で
は
頭
部
の
熱
感
や
め
ま
い
感
を
自
覚
す
る
。
子

育
て
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
か
ら
易
怒
性
は
強
い
が
、
抑
う
つ
気
分
は
認

め
な
い
。
飲
酒
歴
な
し
、
喫
煙
歴
な
し
。

　
月
経
は
30
日
周
期
で
規
則
的
。
月
経
痛
は
強
い
が
、
経
血
量
は
中

等
量
で
血
塊
は
認
め
な
い
。
妊
娠
・
出
産
歴
は
２
回
。

舌
診
：
淡
紅
、
薄
白
苔

脈
診
：
沈
や
や
弱
、
手
は
温
か
い

腹
診
：
腹
力
や
や
弱
、
腹
壁
は
軟
、
胸
脇
苦
満
（
−
）、
胃
内
停
水 

（
−
）、
心
窩
部
の
圧
痛
（
−
）、
小
腹
不
仁
（
＋
）、
両
側
臍
傍
の
圧

痛
軽
度
（
＋
）

【
そ
の
他
】
　下
肢 pitting edem

a

（
−
）、
足
底
の
発
汗
（
−
）

【
処

　方
】
　ツ
ム
ラ
抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏
エ
キ
ス
7.5
ｇ
／
日
の
投
与

を
開
始
し
た
。
ま
た
、
癇
癪
を
起
こ
し
や
す
い
上
の
子
（
５
歳
）
に

も
、
可
能
で
あ
れ
ば
同
方
の
服
用
を
勧
め
た
（
子
母
同
服
）。「
ま
ず

は
自
分
で
飲
ん
で
試
し
て
か
ら
に
し
た
い
」
と
の
こ
と
。

し
、
動
け
な
く
な
っ
て
仕
事
を
休
む
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
朝
の
起

床
が
非
常
に
つ
ら
く
、
何
と
か
仕
事
に
は
出
勤
し
て
い
る
も
の
の
、

身
体
の
重
だ
る
さ
が
強
く
苦
痛
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
全
身
倦
怠
感
の
出
現
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
夫
よ
り
「
以
前

よ
り
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
。「
様
子
が
少
し
違
う

た
め
、
病
院
を
受
診
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
勧
め
ら

れ
た
と
い
う
。
本
人
は
「
イ
ラ
イ
ラ
の
原
因
は
子
育
て
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
だ
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
た
。

　
子
ど
も
は
２
歳
お
よ
び
５
歳
の
２
人
で
あ
り
、
上
の
子
（
５
歳
）

は
癇
癪
を
起
こ
し
や
す
く
、
興
奮
し
て
暴
れ
落
ち
着
か
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
、
症
状
が
強
い
場
合
に
は
保
育
園
に
通
園
で
き
な
い
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
家
庭
内
の
雰
囲
気
が
不
安
定
に
な
る
こ

と
が
あ
っ
た
。

　
母
親
（
患
者
本
人
）
と
上
の
子
が
と
も
に
感
情
的
に
な
り
や
す

く
、
些
細
な
こ
と
で
衝
突
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
影
響
で
下

の
子
（
２
歳
）
は
萎
縮
し
て
お
り
、
夫
は
「
腫
れ
物
に
触
る
よ
う
な

状
態
で
距
離
を
取
っ
て
い
る
」
と
表
現
し
て
い
た
。

　
全
身
倦
怠
感
お
よ
び
易
怒
性
の
改
善
を
目
的
に
内
科
を
受
診
し
た

と
こ
ろ
漢
方
治
療
を
勧
め
ら
れ
、
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
へ
紹
介
と
な
っ

た
。

【
現

　症
】　
身
長
163 

cm
、
体
重
57 

kg
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
21
・
５

【
内

　服
】　
ベ
ポ
タ
ス
チ
ン
ベ
シ
ル
酸
塩
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抄
　
　
録

　
漢
方
薬
の
副
反
応
は
、
専
門
医
と
し
て
は
当
然
理
解
し
て
い
る
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
、
煎
じ
薬
で
は
、
エ
キ
ス
製
剤
と
共
通
の
も
の

以
外
に
、
煎
じ
薬
に
特
有
で
配
慮
す
る
べ
き
副
反
応
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
煎
じ
薬
が
利
点
と
考
え
て
い
る
加
味
方
に
よ
る
相
互
作
用
や
強

力
な
作
用
が
出
現
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
エ
キ
ス
剤
と
異
な
る
指

示
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。
煎
じ
薬
の
特
性
を
理
解
し
、
安
全
に
使

用
す
る
た
め
の
不
断
の
努
力
が
必
要
な
こ
と
を
理
解
す
る
。
ま
た
、

漢
方
薬
の
処
方
箋
を
受
け
る
薬
局
な
ど
と
の
連
携
や
情
報
共
有
を
す

る
こ
と
で
、
共
同
体
と
し
て
の
煎
じ
薬
の
安
全
性
の
向
上
の
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
は
じ
め
に

　
今
ま
で
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
煎
じ
薬
の
優
位
点
を
強
調
し
た
論

文
を
掲
載
し
、
今
後
に
煎
じ
薬
を
始
め
た
い
人
の
契
機
に
な
る
よ
う

な
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
関
東
甲
信
越
支
部
の
グ
ル
ー

プ
の
期
待
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
煎
じ
薬
の
処
方

は
、
そ
れ
な
り
に
敷
居
が
高
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
時
点
煎
じ

薬
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
副
作
用
に
な
ら
な
い
よ
う
に
多

方
面
に
考
え
を
め
ぐ
ら
し
、
ま
た
当
然
新
し
い
知
識
も
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
し
て
勉
強
し
な
が
ら
、
果
敢
に
患
者
様
へ
の
医
療
を
理
想
に
近
づ

け
て
い
く
医
療
を
し
て
い
る
医
療
関
係
者
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
の

一
端
も
書
く
こ
と
と
し
た
。

　
煎
じ
薬
の
す
す
め
（
７
）

煎
じ
薬
の
ピ
ッ
ト
ホ
ー
ル
：
特
有
の
漢
方
生
薬
の
副
反
応

　
─ 
生
薬
単
独
及
び
相
互
作
用
の
知
識
の
必
要
性

日
本
東
洋
医
学
会
関
東
甲
信
越
支
部
専
門
医

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

　
　 　

○
1）2）

並
木
隆
雄
・
3）4）

中
田
佳
延
・
　5）

小
暮
敏
明

6）7）

上
野
眞
二
・
　8）

吉
野
鉄
大
・
　3）

新
井
　
信
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は
じ
め
に

　
過
去
の
投
稿
で
筆
者
の
経
歴
に
つ
い
て
何
度
か
言
及
し
た
が
、
小

職
は
こ
れ
ま
で
産
婦
人
科
医
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、
２
０
２
３

年
度
か
ら
は
飯
塚
病
院
漢
方
診
療
科
で
東
洋
医
学
を
学
び
研
鑽
を
積

ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
少
な
か
ら
ず
、
西
洋
医
学
が
無
効
の
症
状
に

対
し
て
東
洋
医
学
が
著
効
す
る
「
感
動
症
例
」
を
経
験
す
る
わ
け
だ

が
、
今
回
も
そ
の
よ
う
な
症
例
を
ひ
と
つ
、
皆
さ
ま
に
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
症
　
　
例

【
症

　例
】　
51
歳
　
女
性

【
主

　訴
】　
イ
ラ
イ
ラ
、
不
安
、
更
年
期
障
害

【
現
病
歴
】　
X-

２
年
か
ら
更
年
期
障
害
を
疑
う
様
々
な
症
状
（
頭

痛
、
の
ぼ
せ
、
不
眠
、
意
欲
低
下
、
肩
痛
・
関
節
症
な
ど
）
を
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
飼
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト
が
死
ん
だ
こ
と
を
契
機

に
、
と
く
に
不
眠
や
意
欲
低
下
な
ど
の
症
状
が
増
悪
し
た
た
め
漢
方

治
療
を
希
望
し
て
初
診
し
た
。
当
帰
芍
薬
散
（
加
附
子
）
や
加
味
帰

脾
湯
な
ど
を
服
用
し
て
症
状
に
改
善
が
あ
り
、
以
後
は
し
ば
ら
く
安

定
経
過
と
な
っ
て
い
た
。

飯
塚
病
院

　月
曜
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

　臨
床
経
験
報
告
会
よ
り
〔
通
算
◯169
〕

『
最
近
の
治
験
・
知
見
・
事
件
!?
』　
パ
ー
ト
Ⅱ
◯154

抑
肝
散
単
剤
で
は
改
善
し
な
か
っ
た
イ
ラ
イ
ラ
に

　
　
釣
藤
散
の
併
用
が
奏
功
し
た
１
例

○ 

竹
内
　
肇
・
松
山
　
圭
・
川
野
綾
子
・
中
尾
桂
子

 

吉
永
　
亮
・
矢
野
博
美
・
井
上
博
喜
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X
年
８
月
頃
か
ら
、
夫
と
些
細
な
こ
と
で
口
論
す
る
こ
と
が
増

え
、
徐
々
に
夫
も
言
動
が
き
つ
く
な
り
、
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

感
じ
る
よ
う
な
言
葉
を
あ
び
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
家
庭
内
別

居
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い
、
夫
は
家
計
に
給
料
を
入
れ
る

こ
と
す
ら
し
な
く
な
っ
た
。
夫
に
対
す
る
イ
ラ
イ
ラ
が
募
る
一
方
、

離
婚
し
よ
う
に
も
職
業
経
験
に
乏
し
く
独
立
す
る
こ
と
に
は
不
安
も

あ
っ
て
、
精
神
的
に
落
ち
着
か
な
い
日
々
が
続
く
よ
う
に
な
っ
た
。

心
療
内
科
に
も
通
院
し
て
、
ボ
ル
チ
オ
キ
セ
チ
ン
臭
化
水
素
酸
塩
や

ス
ル
ピ
リ
ド
、
ロ
ラ
ゼ
パ
ム
な
ど
処
方
さ
れ
た
が
改
善
に
乏
し
か
っ

た
。
頭
痛
や
肩
こ
り
、
立
ち
く
ら
み
の
よ
う
な
め
ま
い
感
な
ど
の
症

状
が
再
燃
す
る
と
と
も
に
、
何
を
す
る
に
も
意
欲
が
湧
か
ず
、
食
事

も
摂
れ
な
い
ほ
ど
に
憔
悴
し
て
い
た
。
不
眠
も
増
悪
し
て
、
日
中
の

眠
気
や
倦
怠
感
も
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
既
往
歴
】　
腰
椎
ヘ
ル
ニ
ア
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
慢
性
湿
疹

【
家
族
歴
】
　父
：
糖
尿
病
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
。
母
：
メ
ニ
エ
ー
ル
病

【
薬
剤
歴
】　
ボ
ル
チ
オ
キ
セ
チ
ン
臭
化
水
素
酸
塩
、
ス
ル
ピ
リ
ド
、

ロ
ラ
ゼ
パ
ム
、
プ
レ
ガ
バ
リ
ン
、
結
合
型
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
、
プ
ロ
ゲ

ス
テ
ロ
ン
な
ど

【
生
活
歴
】　
喫
煙
：
な
し
　
飲
酒
：
機
会
飲
酒

【
初
診
時
現
症
】　
身
長
154‌

cm
、
体
重
43
・
５
kg
、
B‌

M‌

I‌

18
・
３
、

血
圧
111
／
72‌

mm‌

Hg
、
体
温
36
・
７
℃

〔
血
液
検
査
〕　
W‌

B‌

C
２
４
９
０
／
µL
、
R‌

B‌

C‌

417
×
104
／
µL
、
Hb‌

12
・
３
g
／
dL
、
Ht‌

38
・
９
％
、
Plt‌

22
・
７
×
104
／
µL
、
A‌

S‌

T‌

17‌

U

／
L
、
A‌

L‌

T‌

11‌

U
／
L
、
L‌

D‌

H‌

137‌

U
／
L
、
A‌
L‌
P‌

36‌

U
／
L
、

γ-

G‌

T‌

P
９
U
／
L
、
T-

Bil‌

0.5‌

mg
／
dL
、
Alb‌

4.2‌
g
／
dL
、
U‌

A‌

3.8‌

mg
／
dL
、
B‌

U‌

N‌

13
・
６‌

mg
／
dL
、
Cre‌

０
・
64‌

mg
／
dL
、
Na‌
140‌
m‌
mol
／

L
、
K‌

3.9‌

m‌

mol
／
L
、
Glu‌

86‌

mg
／
dL
、
L‌

D‌

L-

cho‌

109‌

mg
／
dL
、
T‌
G‌
63‌

mg
／
dL

〔
尿
定
性
検
査
〕　
白
血
球
（
－
）、
潜
血
（
－
）、
蛋
白
（
±
）、
糖

（
－
）、‌

ケ
ト
ン
（
－
）

【
漢
方
医
学
的
所
見
】

〔
自
覚
症
状
〕　
寒
が
り
で
冷
房
は
苦
手
（
初
診
時
は
冷
え
の
ぼ
せ
が

顕
著
だ
っ
た
が
、
治
療
に
よ
り
発
汗
や
の
ぼ
せ
は
軽
快
し
て
い
た
）。
食

欲
は
な
い
が
努
め
て
食
事
を
摂
る
よ
う
に
は
し
て
い
る
。
排
便
は
１

〜
２
日
に
１
回
程
度
で
腹
満
感
ま
で
は
な
い
。
排
尿
は
１
日
に
６
〜

７
回
。
軽
度
の
口
渇
あ
り
、
飲
水
は
1
日
1.5‌

L
く
ら
い
。
不
眠
（
入

眠
困
難
・
中
途
覚
醒
）、
た
ま
に
悪
夢
を
見
る
、
日
中
の
眠
気
が
あ

る
。
頭
痛
が
あ
る
（
必
ず
し
も
朝
と
は
限
ら
な
い
）。
肩
こ
り
が
あ

る
。
目
の
疲
れ
が
あ
る
、
皮
膚
枯
燥
あ
り
、
足
が
つ
る
。
倦
怠
感
・

体
の
重
怠
さ
を
感
じ
る
、
す
ぐ
疲
れ
る
。
浮
動
性
の
め
ま
い
や
立
ち

く
ら
み
あ
り
（
天
候
の
影
響
は
あ
ま
り
感
じ
な
い
）。
夫
の
冷
淡
で
攻

撃
的
な
態
度
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
傷
つ
い
た
り
す
る
。
将
来
を
考
え

る
と
不
安
が
募
り
悲
し
く
な
る
。
眼
瞼
痙
攣
あ
り
。

〔
他
覚
所
見
〕　
望
診
：
顔
色
や
や
青
白
い
。
脈
候
：
浮
沈
中
間
〜
や
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X
年
８
月
頃
か
ら
、
夫
と
些
細
な
こ
と
で
口
論
す
る
こ
と
が
増

え
、
徐
々
に
夫
も
言
動
が
き
つ
く
な
り
、
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

感
じ
る
よ
う
な
言
葉
を
あ
び
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
家
庭
内
別

居
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い
、
夫
は
家
計
に
給
料
を
入
れ
る

こ
と
す
ら
し
な
く
な
っ
た
。
夫
に
対
す
る
イ
ラ
イ
ラ
が
募
る
一
方
、

離
婚
し
よ
う
に
も
職
業
経
験
に
乏
し
く
独
立
す
る
こ
と
に
は
不
安
も

あ
っ
て
、
精
神
的
に
落
ち
着
か
な
い
日
々
が
続
く
よ
う
に
な
っ
た
。

心
療
内
科
に
も
通
院
し
て
、
ボ
ル
チ
オ
キ
セ
チ
ン
臭
化
水
素
酸
塩
や

ス
ル
ピ
リ
ド
、
ロ
ラ
ゼ
パ
ム
な
ど
処
方
さ
れ
た
が
改
善
に
乏
し
か
っ

た
。
頭
痛
や
肩
こ
り
、
立
ち
く
ら
み
の
よ
う
な
め
ま
い
感
な
ど
の
症

状
が
再
燃
す
る
と
と
も
に
、
何
を
す
る
に
も
意
欲
が
湧
か
ず
、
食
事

も
摂
れ
な
い
ほ
ど
に
憔
悴
し
て
い
た
。
不
眠
も
増
悪
し
て
、
日
中
の

眠
気
や
倦
怠
感
も
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
既
往
歴
】　
腰
椎
ヘ
ル
ニ
ア
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
慢
性
湿
疹

【
家
族
歴
】
　父
：
糖
尿
病
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
。
母
：
メ
ニ
エ
ー
ル
病

【
薬
剤
歴
】　
ボ
ル
チ
オ
キ
セ
チ
ン
臭
化
水
素
酸
塩
、
ス
ル
ピ
リ
ド
、

ロ
ラ
ゼ
パ
ム
、
プ
レ
ガ
バ
リ
ン
、
結
合
型
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
、
プ
ロ
ゲ

ス
テ
ロ
ン
な
ど

【
生
活
歴
】　
喫
煙
：
な
し
　
飲
酒
：
機
会
飲
酒

【
初
診
時
現
症
】　
身
長
154‌

cm
、
体
重
43
・
５
kg
、
B‌

M‌

I‌

18
・
３
、

血
圧
111
／
72‌

mm‌

Hg
、
体
温
36
・
７
℃

〔
血
液
検
査
〕　
W‌

B‌

C
２
４
９
０
／
µL
、
R‌

B‌

C‌

417
×
104
／
µL
、
Hb‌

12
・
３
g
／
dL
、
Ht‌

38
・
９
％
、
Plt‌

22
・
７
×
104
／
µL
、
A‌

S‌

T‌

17‌

U

／
L
、
A‌

L‌

T‌

11‌

U
／
L
、
L‌

D‌

H‌

137‌

U
／
L
、
A‌

L‌

P‌

36‌

U
／
L
、

γ-

G‌

T‌

P
９
U
／
L
、
T-

Bil‌

0.5‌

mg
／
dL
、
Alb‌

4.2‌

g
／
dL
、
U‌

A‌

3.8‌

mg
／
dL
、
B‌

U‌

N‌

13
・
６‌

mg
／
dL
、
Cre‌

０
・
64‌

mg
／
dL
、
Na‌

140‌

m‌

mol
／

L
、
K‌

3.9‌

m‌

mol
／
L
、
Glu‌

86‌

mg
／
dL
、
L‌

D‌

L-

cho‌

109‌

mg
／
dL
、
T‌

G‌

63‌

mg
／
dL

〔
尿
定
性
検
査
〕　
白
血
球
（
－
）、
潜
血
（
－
）、
蛋
白
（
±
）、
糖

（
－
）、‌

ケ
ト
ン
（
－
）

【
漢
方
医
学
的
所
見
】

〔
自
覚
症
状
〕　
寒
が
り
で
冷
房
は
苦
手
（
初
診
時
は
冷
え
の
ぼ
せ
が

顕
著
だ
っ
た
が
、
治
療
に
よ
り
発
汗
や
の
ぼ
せ
は
軽
快
し
て
い
た
）。
食

欲
は
な
い
が
努
め
て
食
事
を
摂
る
よ
う
に
は
し
て
い
る
。
排
便
は
１

〜
２
日
に
１
回
程
度
で
腹
満
感
ま
で
は
な
い
。
排
尿
は
１
日
に
６
〜

７
回
。
軽
度
の
口
渇
あ
り
、
飲
水
は
1
日
1.5‌

L
く
ら
い
。
不
眠
（
入

眠
困
難
・
中
途
覚
醒
）、
た
ま
に
悪
夢
を
見
る
、
日
中
の
眠
気
が
あ

る
。
頭
痛
が
あ
る
（
必
ず
し
も
朝
と
は
限
ら
な
い
）。
肩
こ
り
が
あ

る
。
目
の
疲
れ
が
あ
る
、
皮
膚
枯
燥
あ
り
、
足
が
つ
る
。
倦
怠
感
・

体
の
重
怠
さ
を
感
じ
る
、
す
ぐ
疲
れ
る
。
浮
動
性
の
め
ま
い
や
立
ち

く
ら
み
あ
り
（
天
候
の
影
響
は
あ
ま
り
感
じ
な
い
）。
夫
の
冷
淡
で
攻

撃
的
な
態
度
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
傷
つ
い
た
り
す
る
。
将
来
を
考
え

る
と
不
安
が
募
り
悲
し
く
な
る
。
眼
瞼
痙
攣
あ
り
。

〔
他
覚
所
見
〕　
望
診
：
顔
色
や
や
青
白
い
。
脈
候
：
浮
沈
中
間
〜
や
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　恩
賜
神
農
像
秘
話

　木
村
博
昭
長
久
が
祭
祀
伝
承
し
た
浅
田
宗
伯
の
守
本
尊
神
農
像

　
渡

辺

浩

二

　
　
　は
じ
め
に

　
神
農
像
と
い
う
と
毎
年
十
一
月
二
十
三
日
に
湯
島
聖
堂
で
行
わ
れ

る
神
農
祭
で
開
帳
さ
れ
る
恩
賜
神
農
像
が
由
緒
も
正
し
く
有
名
で
あ

る
。
恩
賜
神
農
像
の
由
来
詳
細
に
つ
い
て
は
、
湯
島
聖
堂
の
斯
文
会

出
版
物
は
も
と
よ
り
、
本
誌
で
も
安
西
安
周
「
聖
堂
安
置
の
神
農
像

記
」（
９
巻
３
号
）、
新
田
興
「
明
治
天
皇
御
物
神
農
本
像
事
略
」

（
５
巻
６
号
）
や
矢
数
道
明
「
恩
賜
神
農
像
祭
祀
変
遷
年
代
表
」（
15

巻
７
号
）
ほ
か
の
記
事
が
あ
る
。
湯
島
聖
堂
の
神
農
像
に
つ
い
て

は
、
矢
数
道
明
が
指
摘
す
る
よ
う
に
安
西
安
周
「
聖
堂
安
置
の
神
農

像
記
」
に
詳
細
に
記
さ
れ
、
ま
た
必
要
な
文
献
に
つ
い
て
は
、
矢
数

道
明
論
文
に
全
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
湯
島
聖
堂
の
神
農
像
は
明
治
天
皇
か
ら
浅
田
宗
伯
（
１
８
１
５
〜

１
８
９
４
）
へ
下
賜
さ
れ
て
か
ら
恩
賜
神
農
像
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
、
浅
田
宗
伯
邸
内
に
お
い
て
江
戸
医
学
館
以
来
の
祭
祀
が
続
け

ら
れ
た
。
浅
田
宗
伯
没
後
、
恭
悦
（
１
８
５
６
〜
１
９
０
９
）
が
医

系
を
継
ぎ
、
そ
の
後
継
と
し
て
工
藤
直
之
助
が
し
ば
ら
く
医
業
を
営

ん
だ
と
い
う
が
、
恭
悦
没
後
医
系
は
断
絶
し
た
。
そ
の
後
恩
賜
神
農

像
は
、
浅
田
宗
伯
弟
子
木
村
博
昭
が
承
け
、
大
正
、
昭
和
と
木
村
邸

内
で
木
村
博
昭
（
１
８
６
６
〜
１
９
３
１
）、
長
久
（
１
９
１
０
〜
４

５
）
が
祭
祀
を
執
り
行
っ
た
。
そ
の
後
、
木
村
家
か
ら
斯
文
会
、
現

在
の
湯
島
聖
堂
に
恩
賜
神
農
像
は
委
託
さ
れ
医
薬
の
神
様
と
し
て
現

在
ま
で
祭
祀
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
木
村
博
昭
が
浅
田
家
か
ら
恩
賜

神
農
像
を
承
け
る
と
き
、
浅
田
宗
伯
が
守
り
本
尊
と
し
て
遺
愛
し
て

い
た
神
農
像
も
木
村
家
に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
。
そ
の
神
農
像
が
い
ま
も
大
事
に
引
き
継
が
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
そ
の
経
緯
と
と
も
に
報
告
す
る
。

　
筆
者
が
一
昨
年
の
神
農
祭
に
出
席
し
た
際
、
小
曽
戸
洋
先
生
の
ご
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漢方医界
の

MEMO

を
訪
れ
た
。
文
京
区
の
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
日
本

漢
方
生
薬
製
剤
協
会
と
の
交
流
会
で
は
、
日
中
双
方
の
代
表
者
が

各
々
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。
中
国
側
は
、
呉
華

慶
氏
（
浙
江
省
中
薬
材
産
業
協
会
副
会
長
）
が
「『
中
葯
材
生
産
質

量
管
理
規
範
G‌

A‌

P
』
の
中
国
生
産
地
に
お
け
る
浸
透
状
況
」、

于
志
斌
氏
（
中
国
医
薬
保
健
品
進
出
口
商
会
中
薬
部
主
任
）
が

「『
２
０
２
５
年
度
版
中
国
薬
典
』
の
変
化
」、
柳
燕
氏
（
同
商
会

中
薬
部
副
主
任
）
が
「
直
近
の
中
国
の
生
薬
輸
出
入
動
向
」
に
つ

い
て
発
表
し
、
日
本
側
は
、
坂
上
誠
氏
（
日
本
漢
方
生
薬
製
剤
協

会
保
険
薬
価
委
員
長
）
が
「
医
療
保
険
の
給
付
体
系
・
漢
方
製
剤

等
の
現
状
」、
布
施
貴
史
氏
（
同
協
会
技
術
品
質
部
会
長
）
が
「
漢

方
・
生
薬
製
剤
製
造
の
品
質
管
理
」、
小
柳
裕
和
氏
（
同
協
会
国

際
委
員
長
）
が
「
中
国
に
お
け
る
日
本
の
漢
方
情
報
の
誤
報
道
紹

介
」
に
つ
い
て
発
表
し
た
。（
日
本
漢
方
生
薬
製
剤
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）

　
11
月

７
日
　
自
民
党
の
「
日
本
の
誇
れ
る
漢
方
を
推
進
す
る
議
員
連
盟
」

は
総
会
を
開
き
、
O‌

T‌

C
類
似
薬
の
保
険
給
付
見
直
し
を
め
ぐ
り

日
本
東
洋
医
学
会
や
日
本
漢
方
生
薬
製
剤
協
会
の
代
表
者
な
ど
と

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
田
村
憲
久
衆
院
議
員
（
同
議
連
会
長
）
は

漢
方
薬
の
保
険
適
用
除
外
の
動
き
に
対
し
、「
漢
方
は
も
と
も
と

価
格
が
低
い
。
こ
れ
を
対
象
に
し
て
い
い
の
か
」
と
疑
問
を
呈
し

　
　
　
令
和
７
年

　
10
月

12
日
　
第
58
回
日
本
漢
方
交
流
会
学
術
総
会

（
大
会
委
員
長
：
中
川
智
代
氏
、
実
行
委
員

長
：
松
井
り
か
氏
）
が
新
宿
区
の
早
稲
田

大
学
国
際
会
議
場‌

井
深
大
記
念
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
（
現
地
と
ウ
ェ
ブ
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
）。「
虚
弱
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
庄
司
良
文
氏
（
東
京
医
薬
看
護
専
門
学
校
）
が
「『
啓
迪

集
』
に
学
ぶ
“
虚
”」、
田
村
哲
彦
氏
（
壮
健
タ
ム
ラ
薬
局
）
が

「
虚
弱
と
漢
方
」、
鈴
木
達
彦
氏
（
帝
京
平
成
大
学
薬
学
部
）
が

「
歴
史
の
中
の
虚
弱
」
と
題
し
特
別
講
演
を
行
な
っ
た
。

20
日
　
自
民
党
と
日
本
維
新
の
会
は
、
連
立
政
権
樹
立
に
関
す
る
合

意
書
を
公
表
し
た
。
社
会
保
障
政
策
の
項
で
は
、「
医
療
法
に
関

す
る
三
党
合
意
書
」
及
び
「
骨
太
方
針
に
関
す
る
三
党
合
意
書
」

に
基
づ
き
、
O‌

T‌

C
類
似
薬
を
含
む
薬
剤
自
己
負
担
の
見
直
し
な

ど
、
医
療
制
度
改
革
の
具
体
的
な
制
度
設
計
を
令
和
７
年
度
中
に

実
現
し
つ
つ
、
社
会
保
障
全
体
の
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
現

役
世
代
の
保
険
料
率
上
昇
を
止
め
、
引
き
下
げ
て
い
く
こ
と
を
目

指
す
と
し
た
。

23
日
　
日
中
の
生
薬
・
漢
方
製
剤
界
の
交
流
行
事
と
し
て
、
中
国
医

薬
保
健
品
進
出
口
商
会
の
訪
日
団
41
名
（
孟
冬
平
団
長
）
が
日
本
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漢
方
関
係
学
会
・
研
究
会
予
定　
（
3
月
）

　

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
通
常
の

開
催
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
習
得
し
た
Ｗｅ
ｂ
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
開
催
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、２
０
２
６
年
３

月
に
開
催
ま
た
は
中
止
の
連
絡
を
頂
い
た
会
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

の
会
に
関
し
ま
し
て
は
事
前
に
各
連
絡
先
ま
た
は
事
務
局
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

　

尚
、各
会
ご
担
当
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、令
和
８
年
４
月
以
降
の
年
間
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
当
編
集
局
宛
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
日
本
東
方
医
学
会
第
18
期
中
医
学
研
修
講
座
─
臨
床
の
部

日　

時　

３
月
７
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

内　

容　

研
修
科
目
：
精
神
神
経
科
「
不
眠
、不
安
感
、う
つ
状
態
、月
経
前
不
快

気
分
障
害（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｄ
）な
ど
に
お
け
る
漢
方
治
療
の
実
際
」（
長
瀬
眞
彦
）

共　

催　
（
株
）ツ
ム
ラ

事
務
局　
（
一
財
）東
方
医
療
振
興
財
団
事
務
局 

FAX
０
３
・
６
２
６
４
・
３
０
１
６

	
E-m

ail

：zaidan@
jptoho.or.jp

●
第
709
回
広
島
漢
方
研
究
会
月
例
会

	

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
２
単
位
）

日　

時　

３
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半

会　

場　

広
島
県
薬
剤
師
会
館
２
Ｆ
・
ふ
た
ば
ホ
ー
ル
（
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
）

内　

容　
『
動
物
性
生
薬
～
こ
ん
な
に
い
ろ
ん
な
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
？！
～
』（
水

島
美
代
子
）、『
春
の
不
調　

漢
方
薬
と
食
養
生
で
整
え
ま
し
ょ
う
』（
清
水

枝
里
）、『
今
年
の
夏
の
猛
暑
に
負
け
な
い
、
夏
負
け
の
漢
方
』（
中
島
正
光
）

（x）4漢方の臨床　第 73 巻第 2号（2026）

１
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

19
日
　
自
民
党
、
日
本
維
新
の
会
の
両
党
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
に
つ

い
て
、
保
険
適
用
を
維
持
し
つ
つ
、
一
部
の
薬
で
患
者
に
薬
剤
費

の
４
分
の
１
の
追
加
負
担
を
求
め
る
新
た
な
仕
組
み
を
設
け
る
こ

と
で
合
意
し
た
。
対
象
と
な
る
医
薬
品
は
湿
布
や
胃
腸
薬
、
ア
レ

ル
ギ
ー
薬
な
ど
77
成
分
（
約
１
１
０
０
品
目
）
と
し
、
２
０
２
６

年
度
中
の
実
施
を
目
指
す
。
な
お
、
こ
の
中
に
漢
方
製
剤
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。

　［
文
責
　
西
島
啓
晃
・
渡
辺
浩
二
］

※
当
該
記
事
は
、
本
誌
編
集
企
画
委
員
会
に
て
可
能
な
限
り
情
報
収
集
の

上
ま
と
め
た
も
の
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い
事
項
や
記

載
漏
れ
な
ど
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
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　祝
・「
目
で
み
る
漢
方
史
料
館
」
五
百
回

　
本
号
で
掲
載
五
百
回
を
迎
え
た
。
当
初
一
報
ず
つ
の
掲
載
で

あ
っ
た
が
、
68
巻
４
号
か
ら
掲
載
頁
が
さ
ら
に
増
え
て
、
二
報

ず
つ
（
と
き
に
一
報
ま
た
は
三
報
）
の
掲
載
と
な
っ
た
。

　
本
欄
は
本
誌
の
顔
で
あ
る
。
長
く
続
く
こ
と
を
切
に
願
う
。

（
編
集
局
）
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主　

催　

広
島
漢
方
交
流
会

共　

催　

一
般
社
団
法
人
日
本
生
薬
学
会

連
絡
先　

鉄
村 

☎
０
８
２
・
２
３
２
・
７
７
５
６ E-m

ail

：info@
tetsum

ura.jp

●
第
675
回
近
畿
鍼
灸
漢
方
研
究
会
３
月
例
会

日　

時　

３
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
55
分
～
午
後
４
時
55
分

会　

場　

大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
3F1
号
（
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町
８
─２
─６
）

	

会
場
と
Ｗ
ｅ
ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

内　

容　

傷
寒
論
、
金
匱
要
略
の
用
語
解
説
（
富
田
知
世
子
）、
素
問
解
説
（
中
雅

哉
）、
柴
田
良
治
先
生
の
治
療
メ
モ
№
43
（
村
上
清
尚
）、
症
候
別
漢
方

療
法　

第
41
回
（
夜
久
泰
造
）、
漢
方
処
方
解
説
№
134
（
山
口
導
則
）

事
務
局　

富
田 E-m

ail

：kinsinkan@
yahoo.co.jp

●
第
84
回
日
本
臨
床
漢
方
医
会　
漢
方
家
庭
医
講
習
会
（
Ｗ
ｅ
ｂ
）

	

・
日
本
医
師
会
生
涯
教
育
参
加
証
対
象
講
座
（
１
単
位
）

日　

時　

３
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
～
11
時
15
分

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催

内　

容　

特
別
講
演
：
口
腔
顔
面
領
域
の
神
経
障
害
性
疼
痛
と
漢
方
（
山
口
孝
二

郎
）、
鼎
談
：
口
腔
顔
面
領
域
の
慢
性
痛
の
漢
方
療
法
（
山
口
孝
二
郎
、

渡
辺
賢
治
、
和
智
明
彦
）

共　

催　

日
野
市
医
師
会
、
多
摩
市
医
師
会
、
ク
ラ
シ
エ
薬
品（
株
）、
日
本
臨
床

漢
方
医
会

連
絡
先　

ク
ラ
シ
エ
薬
品（
株
） 

北
岡 

☎
０
８
０
・
５
９
６
７
・
６
３
７
０

●
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
漢
方
三
考
塾

日　

時　

３
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
半

会　

場　

東
京 

神
楽
坂 

三
考
塾
研
究
室
（
東
西
線
・
神
楽
坂
駅
至
近
）

	

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
研
究
室
と
塾
会
員
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会
議
）
形
式
予
定

内　

容　
「『
本
草
備
要
』」（
廣
橋
義
和
）、「『
温
病
学
説
』」（
菅
沼
栄
）、「Com

m
on 

disease

と
漢
方
」（
小
池
加
能
）

連
絡
先　

東
京
都
新
宿
区
赤
城
元
町
２
番
４
号
（
神
楽
坂
漢
方
有
恒
薬
局
）

	

FAX
０
３
・
３
２
６
０
・
７
６
１
８ E-m

ail

：sankojyuku@
gm

ail.com

●
第
52
期
東
海
漢
方
入
門
講
座
３
月
講
座

	

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

３
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
半

会　

場　

名
城
大
学
八
事
キ
ャ
ン
パ
ス
（
予
定
）

内　

容　

誰
に
も
分
か
る
漢
方
基
礎「
四
診
と
経
絡
②
」（
林
誠
一
）、血
の
道
症（
浮
亀

浩
）、方
剤
解
説「
活
血
剤
」（
生
田
悠
起
）、生
薬
解
説「
甘
草
」（
箕
輪
暁
美
）

事
務
局　

東
海
漢
方
協
議
会
事
務
局
・
大
晃
生
薬（
有
）内
（
名
古
屋
市
千
種
区
）

	

東
海
漢
方
協
議
会
HP
「
お
問
い
合
せ
フ
ォ
ー
ム
」
よ
り

●
第
61
回
日
本
東
洋
心
身
医
学
研
究
会

日　

時　

３
月
14
日
（
土
）
午
後
０
時
45
分
～
５
時
25
分

会　

場　

東
京
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
・
品
川
（
港
区
港
南
１
─９
─36
）

	

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
（
現
地
＋
Ｗ
ｅ
ｂ
）、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
（
一
般

演
題
１
～
４
）
３
月
25
日
（
水
）
～
４
月
17
日
（
金
）

会　

長　

河
合　

啓
介
（
国
立
国
府
台
医
療
セ
ン
タ
ー 

心
療
内
科
）

テ
ー
マ　
「
現
代
社
会
に
お
け
る
心
身
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

	
 　

　
　
　

─
東
洋
医
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
─
」

内　

容	
�

注
：
演
者
及
び
そ
の
主
な
所
属
の
み
を
記
載

〔
一
般
演
題
１
〕

１ 

体
位
性
頻
脈
症
候
群
に
対
す
る
漢
方
治
療
の
有
効
性

�

済
生
会
横
浜
市
南
部
病
院 

脳
神
経
内
科　

中
江　

啓
晴

２ 
起
立
性
調
節
障
害
患
者
の
背
景
に
あ
る
心
身
相
関
に
桂
枝
加
竜
骨
牡
蛎

湯
加
減
が
奏
効
し
た
一
例�

飯
塚
病
院 

漢
方
診
療
科　

松
山　
　

圭

３ 

頭
痛
の
原
因
検
索
と
、
治
療
に
お
け
る
漢
方
薬
の
役
割
に
関
す
る
考
察

�

香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

精
神
科
神
経
科　

木
戸　

瑞
江

４ 

回
避
・
制
限
性
食
物
摂
取
症
の
体
重
回
復
に
補
中
益
気
湯
が
補
助
的
に	




